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【
う
ら
へ
続
く
】

　

参
議
院
選
挙
。「
１
人
区

で
野
党
統
一
候
補
が
10
選

挙
区
で
勝
利
。
改
憲
勢
力

が
目
論
む
３
分
の
２
議
席

獲
得
を
阻
止
し
た
」「
国
民

は
改
憲
を
の
ぞ
ん
で
い
な

い
」「
共
産
党
は
埼
玉
で
21

年
ぶ
り
に
議
席
を
獲
得
し
、

東
京
、
京
都
で
も
再
選
す

る
な
ど
健
闘
し
た
」「
６
年

前
に
比
べ
１
議
席
後
退
は

悔
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

韓
国
「
徴
用
工
」
裁
判

問
題
。「
原
告
が
三
菱
重
工

の
資
産
の
現
金
化
手
続
き

を
開
始
し
た
」「
手
続
き
が

完
了
す
れ
ば
日
本
企
業
に

損
害
が
生
じ
る
」「
日
本
の

輸
出
規
制
を
め
ぐ
り
24
日
、

　
　
　
（
１
）

　

選
挙
の
全
体
の
結
果
で

き
わ
め
て
重
要
な
の
は
、

改
憲
勢
力
が
改
憲
発
議
に

必
要
な
３
分
の
２
を
割
っ

た
こ
と
で
す
。

　
　
　
（
２
）

　

決
定
的
役
割
を
果
た
し

た
の
は
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
す
。
全
国
32
の
１
人

区
の
す
べ
て
で
野
党
統
一

候
補
を
実
現
し
、
改
選
２

議
席
か
ら
10
議
席
へ
躍
進

し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
共

闘
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

安
倍
政
権
を
倒
し
、
新
し

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　

２
０
１
９
年
７
月
22
日　

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

い
政
治
を
つ
く
る
た
め
に

力
を
つ
く
す
決
意
で
す
。

　
　
　
（
３
）

　

日
本
共
産
党
は
選
挙
区

選
挙
で
現
有
の
３
議
席
確

退
し
た
こ
と
は
残
念
で
す

が
、
２
０
１
７
年
総
選
挙

と
比
較
し
て
得
票
、
得
票

率
と
も
前
進
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
次
の
総
選
挙
で
重

要
な
足
が
か
り
と
な
る
も

の
で
す
。

　

わ
が
党
は
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
の
勝
利
、
日
本

共
産
党
躍
進
の
大
目
標
で
、

全
体
と
し
て
大
健
闘
と
い

え
る
結
果
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
（
４
）

　

年
金
、
消
費
税
、
家
計

支
援
、
憲
法
な
ど
選
挙
戦

で
日
本
共
産
党
が
論
戦
を

リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
を
廃
止
し
「
減
ら
な

い
年
金
」
を
つ
く
る
、「
暮

ら
し
に
希
望
を
―
―
三
つ

の
提
案
」、「
消
費
税
に
頼

ら
な
い
別
の
道
」
を
示
す

財
源
案
、
差
別
と
分
断
を

な
く
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
を
め
ざ
す
な
ど
、
わ

が
党
の
先
駆
的
な
政
策
提

起
に
大
き
な
共
感
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

新
し
い
国
会
で
こ
の
論
戦

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
公

約
の
実
現
の
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
力
を
つ
く
す
決
意
で

す
。

　

安
倍
首
相
は
６
年
間
で

雇
用
が
大
き
く
改
善
し
た

と
吹
聴
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
「
労
働
力
調

安倍首相は「雇用改善」言うが

　増えたのは高齢者が 66％
　次いで学生アルバイト

査
詳
細
集
計
」
に
よ
る
と
、

２
０
１
２
年
か
ら
18
年
の

間
に
就
業
者
は
３
８
４
万

人
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

年
齢
別
に
見
る
と
、

最
も
増
え
た
の
は

65
歳
以
上
で

２
５
５
万
人

（
図
）。
増
え
た
理

由
は
生
活
費
の
た

め
で
す
。
次
い
で

学
生
の
ア
ル
バ
イ

ト
の
増
加
が
68
万

人
。
高
い
授
業
料

や
生
活
費
の
た
め

働
か
な
け
れ
ば
勉

学
を
続
け
ら
れ
な

い
若
者
が
増
え
ま

し
た
。安
倍
政
権
下
で
、雇

用
改
善
ど
こ
ろ
か
生
活
苦

が
深
ま
っ
た
結
果
で
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
議
論
さ
れ
た
」

「
日
韓
問
題
は
改
善
の
糸

口
さ
え
見
い
だ
せ
て
い
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

年
金
機
構
が
個
人
情
報

多
額
の
献
金
を
受
け
取
っ
て

再
稼
働
・
原
発
輸
出

保
の
重
要
な
成
果
あ
げ
ま

し
た
。
比
例
代
表
選
挙
で
、

５
議
席
か
ら
４
議
席
に
後

  （大要）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

を
含
む
記
録
媒
体
（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）を
紛
失（
21
日
）。「
情

報
の
外
部
へ
の
漏
洩
・
悪

用
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
」「
２
０
１
５
年
６

月
に
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
、
大
量
の
年
金
受
給

者
名
な
ど
が
流
出
し
た
。

ず
さ
ん
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
名
古
屋
場
所
。

鶴
竜
が
白
鵬
と
の
横
綱
対

決
を
制
し
て
６
度
目
の
優

勝
。「
名
古
屋
場
所
は
過
去

３
年
連
続
で
休
場
し
た
鬼

門
の
場
所
だ
」「
４
大
関
が

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
20
日
、多
く
の
地
域
の

小
・
中
・
高
校
が
夏
休
み

に
入
っ
た
」「
通
勤
電
車
が

部
活
に
通
う
生
徒
で
混
み

始
め
た
」「
市
の
図
書
館
の

自
習
室
は
連
日
、
中
・
高

生
が
占
領
し
て
い
た
」「
中

止
が
続
い
た
小
学
校
の

プ
ー
ル
か
ら
子
ど
も
達
の

元
気
な
声
が
聞
こ
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

九
州
（
南
部
・
北
部
）、

四
国
、
近
畿
、
北
陸
で
一

斉
に
梅
雨
明
け
（
24
日
）。

「
昨
年
に
比
べ
、い
ず
れ
も

15
日
遅
い
」「
25
日
に
は
中

　

米
下
院
は
18
日
、
連
邦

レ
ベ
ル
の
最
低
賃
金
を

２
０
２
５
年
ま
で
に
段
階

的
に
時
給
15
ド
ル
（
約

「最賃 15ドル」米下院で可決

　　　連邦議会で初めて

　

政
府
は
、
今
後
数
十
年

に
わ
た
っ
て
年
金
積
立
金

を
増
や
し
続
け
て
い
く
計

画
で
、
77
年
度
の
ピ
ー
ク

時
に
は
６
５
２
・
６
兆
円

に
達
し
ま
す
（
図
）。

　

年
金
財
政
の
収
入
は
、

賃
金
上
昇
な
ど
で
年
々
伸

び
て
い
く
の
に
、支
出（
年

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
で
給
付
減

　

一
方
で

　

年
金
積
立
金
６
５
０
兆
円
ま
で
た
め
込
み

金
給
付
）
は
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
で
低
く
抑

え
ら
れ
る
の
で
、
毎
年
の

よ
う
に
収
支
が
黒
字
に
な

こ
そ
、
ば
か
げ
た
政
策
で

す
。

る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
収

支
黒
字
が
10
兆
円

以
上
あ
る
状
況
が

25
年
度
以
降
21
年

間
も
続
き
、
34
年

度
に
は
単
年
度
で

14
・
３
兆
円
も
収

支
黒
字
が
発
生
す

る
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

安
倍
首
相
は

「
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
廃
止
は
ば

か
げ
た
政
策
だ
」

と
言
い
ま
す
が
、

年
金
を
削
り
続
け

る
一
方
で
巨
額
の

積
立
金
の
た
め
こ

み
を
進
め
る
こ
と

１
６
０
０
円
）
に
引
き
上

げ
る
「
賃
上
げ
法
案
」
を

可
決
し
ま
し
た
。
連
邦
議

会
で
は
初
め
て
で
す
。

　

米
各
地
で
再
賃
引
き
上

げ
の
運
動
が
発
展
し
、
再

賃
ア
ッ
プ
が
進
む
な
か
、

米
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
最

低
賃
金
は
09
年
以
来
、
時

給
７
・
25
ド
ル
で
止
ま
っ

た
ま
ま
で
し
た
。
昨
秋
の

中
間
選
挙
で
野
党
・
民
主

党
が
過
半
数
を
奪
還
。
各

地
で
の
運
動
を
受
け
、
進

歩
派
議
員
が
法
案
提
出
し

て
い
ま
し
た
。

フランシスコ教皇
　　　核兵器保有も非難

　　　長崎大司教が講演

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
国

連
採
択
２
周
年
を
記
念
し

た
講
演
会
が
７
日
、
長
崎

被
災
協
講
堂
で
開
か
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
の
高
見
三
明
大
司
教
が

「
核
兵
器
に
つ
い
て
の
バ

チ
カ
ン
の
考
え
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

高
見
氏
は
、
11
月
に
長

崎
を
訪
問
す
る
予
定
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
（
ロ
ー

マ
法
王
）
は
核
兵
器
禁
止

条
約
を
歓
迎
し
、「
核
兵
器

は
見
せ
か
け
の
安
全
保
障

を
生
む
だ
け
。
そ
の
使
用

と
威
嚇
の
み
な
ら
ず
そ
の

保
有
そ
の
も
の
も
断
固
と

し
て
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い

る
と
紹
介
。
同
教
皇
が
長

崎
か
ら
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
る
意
向
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
「
力
強
い
ア

ピ
ー
ル
を
期
待
し
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

休
場
す
る
な
か
両
横
綱
が

責
任
を
果
た
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

京
都
の
ア
ニ
メ
制
作
会

社
の
放
火
事
件
。「
現
場
で

は
献
花
が
絶
え
な
い
」「
国

内
外
か
ら
悼
む
声
や
支
援

　　登山用 GPS アプリ
『Geographica』

携帯圏外の山奥でも GPS で地図が使える。

国
地
方
が
明
け
た
」「
急
に

暑
く
な
っ
た
、
湿
度
も
高

い
」

  

【
訂
正
】 

先
週
号
の
ウ
イ

ン
ブ
ル
ド
ン
ジ
ュ
ニ
ア
優

勝
者
は
「
望
月
慎
太
郎
」

さ
ん
で
し
た
。


